
取 扱 説 明 書

安全弁

形式-

なお、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に

ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください｡

安全上のご注意

は じ め に

必ず保管してください。

警 告

注 意

取り付ける前に必ず銘板または検査票に表示された作動設定値を確認してください。

設定値が装置の設計に合わないと重大な事故につながります。

安全弁の周囲に物を置かないでください。安全弁が作動した際の風圧で回りの物が飛び散り、

思わぬケガをする可能性があります。

安全弁作動時、吹出し口に顔や手などを近づけないでください。

風圧でケガをする危険があります。

設計温度範囲(-20℃～+80℃)で使用してください。これをはずれますと作動不良の原因と

なります。

取付の際は配管を介さず容器等に直づけしてください。

配管を通すと、作動が不安定になる場合があります。

必ず垂直に取り付けてください。他の方向では作動が不安定になる場合があります。

装置内の異物は取り除いてください。異物が安全弁内に入りますと作動不良の原因となります。

大気圧雰囲気以外の条件で使用しないでください。作動不良の原因となります。

屋外で使わないでください。作動不良の原因となります。

水中で使わないでください。作動不良の原因となります。

液体用としての使用はできません。作動不良となります。

取り付けたら必ず作動状態を調べてください。

取付条件によって作動不良を生ずる場合があります。

購入後はできるだけ早く装置に取り付け、常用圧を加えてください。

取り付けずに１年以上保存されますと、作動値に変化を生ずる場合があります。

取り付け後は、１年経過ごとに定期点検を実施してください。

定期点検をしないと、いざという時重大事故につながる可能性があります。

３年に一度オーバーホールを当社にご用命ください。

安全弁を設置する場所は密閉しないでください。空気以外の流体で安全弁が作動した場合、

大量の放出ガスで酸欠する場合があります。

内部のゴム部品等の老朽化具合をチェックしないと、いざという時危険です。

毒性ガス，可燃性ガスには使えません。事故の危険があります。

ＥＳＶ形

このたびは、ＥＳＶ形安全弁をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。



説明書B016

作動説明

1 構 造

ESV形安全弁は低揚程ばね式安全弁で、主弁部と逃し弁部より構成されております。

主弁部の弁シート⑦にはＯリングを採用し弁漏れがなく、無加圧時にばね荷重が

加わらないメタルストップ構造となっております。逃し弁部は弊社にて長年の実績

のあるライン形逆止弁(ACV形)の構造を採用した逃し弁となっております。

3 作動圧力の調整

2 作動原理

タンク内圧力が規程の圧力に達すると、あらかじめ調整されたコイルばね

③によって気密を保っていた弁(Ｏリング)が、その圧力に抵抗することが

圧力により逃し弁のピストン⑤を開き逃し弁の圧力逃し孔より空気を放出

し、圧力が低下し所定の圧力に戻ったとき弁は閉止します。

出来なくなり当初口径分だけの有効面積に働いていた圧力が、次にピスト

ン⑧の有効面積に作用し大きな揚弁力となり急激な吹出しを行い、吹出し

4 吹き下がり圧力(吹出し圧力と吹止り圧力との差)の調整

六角ナット(ロックナット)⑥を緩めガイド④を右に回すと吹下り圧力は小

さくなります。この時、設定圧力はガイドを動かした分だけ変化しますの

でスピンドルもその分だけ反対に回すようにしてください。設定後は六角

※ この安全弁は調整可能な構造となっておりますが、お客様が調整された

あとの作動保証は致しかねます。

(時計方向)に回転しますと吹出し圧力は上昇します。設定後は六角ナット

キャップをはずし六角ナット(ロックナット)②を緩めてスピンドル①を右

ナットを確実に締め付けてください。

を確実に締め付けてください。
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7

8

6

5

4

3

2

1

問 合 せ

2016.7



サギノミヤ製品ご購入のお客様へ 

     免責事項に関わるご承諾について 

 平素は当社製品をご愛用いただき誠にありがとうございます。 

さて、当社製品をご使用いただく際は、見積書、契約書、カタログ、仕様書などに免責に関わる文言の記載がない場合、本書

面により、次の通りとさせていただきます。 
 

●作動確認 

本製品をご使用になるお客様（以下、「お客様」といいます。）は、ご使用の際、本製品を正しく取り付け後、必ず試運転を実施

し 全システムが完全に機能することを確認してください。 
本製品の不適切な取り付けにより、結果としてお客様の機械・装置において、人身事故、火災事故、多大な損害の発生などを生
じさせないよう、フェールセーフ設計 1)、延焼対策設計による安全設計を行い必要な安全の作り込みを行っていただくと共に、
フォールトトレランス 2)などにより要求される信頼性にも必ず適合できる状態に正しくご調整くださいますようお願いいたし
ます。 

注 1) フェールセーフ設計：機械が故障しても安全なように設計する。 

注 2) フォールトトレランス：冗長性技術を利用する。 
 
本製品の定期的な検査 

最低 年 1回は作動の確認を必ず実施し、その記録を残してください。 
 
お客様がこれらを怠ったことにより、お客様に損害が発生した場合、当社はあらゆる損害賠償責任から免責されるものといた

します。ただし、お客様に生じた損害が 本製品の製造過程における瑕疵による場合はこの限りではありません。 
 

●使用上の制限 

 本製品は、生命にかかわるような状況下で使用される機器又はシステムに用いることを目的として設計・製造されたもの 

ではなく、冷暖房及び冷凍空調装置用又は各種産業装置用に用いることを目的（以下、「本目的」といいます。）として設計・ 

製造されたものです。 

従いまして、下記 1)～3)に関する分野における本製品の使用は一切予定しておりません。これらの分野について本製品を使用 

され、それにより損害が発生した場合でも、当社はあらゆる損害賠償責任から免責されるものといたします。 
 
1) 原子力・放射線関連 

2) 宇宙・海底機器関連 

3) 装置・機器の故障及び動作不良が、直接又は間接を問わず、生命、身体、財産などへ重大な損害を及ぼすことが 

通常予想されるような極めて高い信頼性を要求される機器 
 

なお、上記 1)、2)に関する分野であっても、本目的に沿う用途で使用される場合に限り、及び、下記 4）～9）に関する分野 

に使用される場合は、当社営業担当窓口へ必ずご連絡のうえ書面による同意を得ていただきますようお願いいたします。 

万が一、当社営業担当窓口へのご連絡及び同意なくこれらの分野に本製品が使用され、それにより損害が発生した場合は、当 

社はあらゆる損害賠償責任から免責されるものといたします。 
 
4) 輸送機器（鉄道・航空・船舶・車両設備など） 

5) 防災・防犯機器 

6) 医療機器、燃焼機器、電熱機器、娯楽設備、課金に直接関わる設備／用途、可燃性流体を使用する機器 

7) 電気、ガス、水道などの供給システム、大規模通信システム、交通・航空管制システムで高い信頼性が必要な設備 

8) 官公庁 若しくは各業界の規制に従う設備 

9) その他、上記 4)～8)に準ずる高度な信頼性、安全性が必要な機械・装置 

 
使用条件・使用環境にも影響されますが、仕様書や取扱説明書に使用期間の記載がない場合は５年～１０年を目安に製品の 

お取替えをお願いいたします。 
 

●保証範囲 

本製品を使用したお客様の製品に故障が生じ、その原因が本製品の瑕疵による場合、お客様への納入後１年以内に限り、納入し

た本製品の代替品の提供または修理品の提供を無償で行わせていただきます。ただし、お客様の製品の故障により生じた損害の

うち、当社が負担する割合は、納入した本製品の価格を上限とさせていただきます。また、お客様の製品の故障が下記事由に基

づく場合は、当社はあらゆる損害賠償責任から免責されるものといたします。 
 

1) お客様による本製品の不適当な取扱いならびにご使用の場合。 

（カタログ、仕様書、取扱説明書などに記載されている条件、環境、注意事項などの不遵守） 

2) 故障の原因が、本製品以外の事由の場合。 

3) 当社もしくは当社が委託した者以外の改造または修理による場合。 

4)「使用上の制限」に反し本製品が使用された場合。 

5) 当社出荷当時の科学・技術水準では予見不可能であった場合。 

6) その他、天災、災害、第三者による行為などで当社側の責にあらざる場合。 
 

なお、インターネットオークションなどで本製品を購入された場合、上記の保証は一切受けられませんのでご注意ください。 
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